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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

当施設は平成 14 年 4 月、江戸川区小岩に開設いたしました、開かれた施設を目指しよ
り地域の中へと施設から車で 10分位の場所に一般家庭の 2LDKとほぼ同規模の「泰山
ブランチルーム」を平成 16 年に開設、都心部では諸事情から取り組むことが難しい特
養御利用者の逆デイサービスを区内施設の中で唯一実践し、地域の皆様にも活用頂き地

域と分断される事のない開かれた、毎日が楽しみのある施設として取り組んでいます。

《１．研究前の状況と課題》

「最後まで家族でみたかったのですが・・」とい

った言葉をもって特別養護老人ホームに入所さ

れる方が多い事は現実であり施設に入所したら

家庭にいるような訳にいかないという諦めを持

っている、その様な思いを少しでも軽減できるよ

う、施設から 10 分位の場所に一般家庭の 2LDK
とほぼ同じ規模の「泰山ブランチルーム」を設置

し、逆デイサービスを開始いたしました。開始当

初は個別にご家族と一緒に昼食をとったり、近隣

の農家の方から頂いた野菜で健康料理を作った

りという、一貫性の無い内容で行っておりまし

た。ある日、認知症により衣服の脱着も全介助の

御利用者が、お米をといている職員にむかって、

私がやりますと自ら袖をたくし上げお米を研ぎ

始めました、特養の中では考えられない行動に、

施設のアセスメントだけでは計り知れない能力

が潜んでいることに気づかされ、それと同時に職

員が一人の御利用者と向き合う事の重要さも認

識した瞬間でもありました。

その事をきっかけに逆デイサービスにおいて、何

が御利用者の日常生活動作の向上、職員の質の向

上に効果をあげているのかを検証し、業務全体に

生かしていく事の必要性が課題としてあがって

きた。

《２．研究の目標と期待する成果》

逆デイサービスで得られる成果の立証と向上の

ための実践。家庭で暮らしているような環境の設

置で得られる事は何かを検証し、そこで発見でき

た事を業務全体に取り入れ生かしていく。

① ご利用者のＡＤＬの向上②認知症ケアの実践

③地域の一員としての認識④職員のご利用者と

のかかわり方の技術向上⑤アセスメントやケア

プランへの反映⑥ご利用者家族の思いへのお手

伝い。等、泰山独自のサービスとして確立し、都

心部であって運営上設置が多少負担となっても

逆デイサービスの取り組みの効果についてに必

要性も立証できる。
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《３．具体的な取り組みの内容》

平成２３年４月よりブランチ委員会設置

逆デイサービス定期開催

午前１０：３０～午後１：３０

職員は概ね 3名（全職員がローテーションで担当）
施設入所 72床 短期入所 8床のうち体調不良の
方を除き参加継続。（グループに分かれ参加する）

①昼食作りを中心とし、献立を立て、食材の準

備、片づけ等にもかかわって頂く。②回想法の実

施・回想法から聞き取りできた内容について御自

宅でしていた事等を行えるよう準備、やってみて

いただく。③地域活動参加・グループホームや小

規模多機能等他事業所の利用者との交流会等開

催。④職員が一人のご利用者と一定時間以上関

わる事で気づく事の検証。気づきによるアセスメ

ント、ケアプランの見直し、充実。実施した内容

状況について個別に記録する。どの様な状況で

何が行えるようになったのか検証し、施設に戻ら

れても、そういった行為が行えるよう支援してい

く。認知症に対する予防につながっている事につ

いても継続的に支援する。回想法などで、聞き取

りのできた話についても、継続的につなげてい

く。職員の個別のご利用者に対する関わり方につ

いても、気づきを記録し、何が施設での対応と違

いどの様にすれば施設内においても継続的に生

かしていくことができるのか検証する。

《４．取り組みの結果と評価》

① 施設では、介護拒否、大声等みられる男性利

用者は参加時台所前の席に座り調理する音を聞

き終始穏やかに微笑んで過ごされていた。②普段

レク等参加拒否の女性利用者、献立が餃子の日、

御自分から進んで見事な形に餃子を包んでくだ

さった。③施設内とは異なり距離間の近い場所で

ゆっくり御利用者と会話ができた職員はその利

用者について以前より対応が丁寧になり、またそ

の利用者も会話が多くなった。④御家族からは特

養に入ったら料理を作ったり、家庭的な空間で過

ごす事等できないと思っていたのに、料理が大好

きだった母が台所で料理をしている事がすごく

うれしい。又実は母は料理嫌いだったのになぁ～

と苦笑いする御家族も。施設サービスだけではで

きない会話を御家族と交わせる機会ともなった。

認知症が進んでいると諦めていた御家族はこん

な事が出来るようになってと喜ばれている。

《５．まとめ》

施設内では気付けなかった、御利用者一人一人の

事、些細な事であっても多くの発見があり、人に

は計り知れない能力が秘められている事がわか

った。病気等で身体機能が低下しても、神経疾患

で行動がままならなくても、日常生活において培

ってきた能力は機能していく事、以前できた機能

が回復してくると精神的な部分でも、回復の兆候

がみられる。私達職員が気づく事、継続する事、

御利用者と共に在る事が重要だと認識した。

≪６．倫理的配慮について≫

尚、倫理的配慮については、表記事例の御家族個

別に口頭で本研究について確認、本研究内容以外

に使用しない事、不利益を被らない事についても

説明、了承をいただいております。

《８．提案と発信》

都心部の諸事情として高い経費が係る事が逆デ

イ等の妨げになっておりますが、社会福祉法人は

誰もが何時でも安心して利用できる場所である

べきと考えております。特養に入っても自宅にい

ても、同じ様な時間を過ごせる環境作り、個々の

思いを大切にする事、家族も知人も一緒に利用で

きる等、多機能な場所でありたいと考えていま

す。今後も地域の中で生活を感じて頂ける特養を

目指し取り組んでまいります。
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